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凡
例

・  

本
稿
は
、
愛
知
県
美
術
館
が
所
蔵
す
る
藤
井
達
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｆ
Ｔ
４
３
４
《
絵
巻
「
つ
く
し
松
原
」》
お
よ
び
Ｆ
Ｔ
４
３
５
《
絵
巻
「
も
く
れ
ん
」》
に
含
ま
れ
る

藤
井
達
吉
自
筆
の
テ
キ
ス
ト
部
分
を
読
み
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
読
み
下
し
は
、
愛
知
県
美
術
館
友
の
会
所
蔵
品
管
理
サ
ポ
ー
ト
部
会
有
志
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。

・
読
み
下
し
に
携
わ
っ
た
者
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

大
石
悦
子

岡
崎
恭
子

荻
野
孝

加
藤
喜
美
代

丹
阿
弥
彰
子

寺
本
い
つ
子

冨
永
晃
一

平
松
章
子

松
岡
千
佳

武
藤
和
子

村
尾
哲

・
構
成
は
、
上
段
に
絵
巻
図
版
を
配
し
、
下
段
に
く
ず
し
字
の
読
み
下
し
文
、
そ
の
下
に
か
っ
こ
書
き
で
現
代
仮
名
遣
い
文
を
そ
え
た
。
ま
た
、
各
巻
末
に
絵
巻
全
図

を
掲
載
し
た
。

・
読
み
下
し
の
文
中
に
お
い
て
使
用
し
た
記
号
の
意
味
は
下
記
の
通
り
。

○
：
文
字
は
認
識
で
き
る
が
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字

編
集

高
木
久
子

Ｆ
Ｔ
４
３
４《
絵
巻「
つ
く
し
松
原
」》、Ｆ
Ｔ
４
３
５《
絵
巻「
も
く
れ
ん
」》の
基
礎
調
査
は
愛
知
県
美
術
館
の
平
瀬
礼
太
、中
野
悠
が
行
い
、高
木
久
子
が
調
査
補
助
を
行
っ

た
。

藤
井
達
吉
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
下
す
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
愛
知
県
美
術
館
友
の
会
所
蔵
品
管
理
サ
ポ
ー
ト
部
会
有
志
の
皆
様
お
よ
び
宮
城
県
美
術

館
の
土
生
和
彦
氏
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
井
達
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｆ
Ｔ
４
３
４
《
絵
巻
「
つ
く
し
松
原
」》、
Ｆ
Ｔ
４
３
５
《
絵
巻
「
も
く
れ
ん
」》
読
み
下
し

（39）
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萬ま

川つ

婆は

羅ら

の
（
松
原
の
）

有う

へ
尓に

（
上
に
）

閑か

春す

め
流る

（
か
す
め
る
）

ひ
連れ

布ふ

類る

（
領
巾
振
る
）

や
末ま

（
山
）

や
万ま

能の

か
春す

〇
尓に

（
山
の
か
す
〇
に
）

夕ゆ
う
日ひ

（
夕
日
）

か
駕か

や
久く

（
輝
く
）

あ
万ま

李り

尓に

も
（
余
り
に
も
）

し
須す

か
（
静
か
）

春す

岐き

堂た

李り

（
す
ぎ
た
り
）

可か

二に

閑か

久く

に
（
か
に
か
く
に
）

末ま

都つ

良ら

（
松
浦
）

駕か

堂た

に
（
潟
に
）

来き

尓に

気け

李り

や
（
来
に
け
り
や
）

由ゆ

布ふ

日ひ

（
夕
日
）

か
駕か

や
久く

（
輝
く
）

波は

万ま

遍へ

尓に

（
浜
辺
に
）

堂た

ち

て
知
轉
（
立
ち
て
）

万ま

都つ

羅ら

駕か

太た

（
松
浦
潟
）

い
久く

の
万ま

川つ

波は

羅ら

（
い
く
の
松
原
）

ひ
連れ

ふ

る
布
留
や
萬ま

（
領
巾
振
る
山
）

仁に

し
の
末ま

川つ

波は

羅ら

（
虹
の
松
原
）

気け

布ふ

も
堂た

悲ひ

春す

留る

（
今
日
も
旅
す
る
）

遊ゆ

布ふ

散さ

連れ

婆は

（
夕
さ
れ
ば
）

悲ひ

礼れ

布ふ

流る

（
領
巾
振
る
）

や
末ま

裳も

（
山
も
）

由ゆ

布ふ

可か

春す

牟む

（
夕
霞
む
）

尓に

し
の
（
虹
の
）

萬ま

都つ

（
松
）

波は

良ら

（
原
）

閑か

勢せ

於お

さ
（
風
収
）

末ま

李り

努ぬ

（
ま
り
ぬ
）

末ま

都つ

羅ら

駕か

堂た

（
松
浦
潟
）

奈な

美み

も
（
波
も
）

さ
わ
駕か

春す

（
騒
が
ず
）

於お

東と

も
奈な

し
（
音
も
無
し
）

尓に

し
の
万ま

都つ

は
ら
（
虹
の
松
原
）

惠え

堂た

も
（
枝
も
）

奈
良ら

さ
須す

（
鳴
ら
さ
ず
）

Ｆ
Ｔ
４
３
４
《
絵
巻
「
つ
く
し
松
原
」》

（38）
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あ
佐さ

日ひ

さ
春す

（
朝
日
さ
す
）

尓に

し
の
（
虹
の
）

萬ま

川つ

波は

羅ら

（
松
原
）

加か

春す

美み

け
類る

（
霞
み
け
る
）

萬ま

川つ

羅ら

駕か

堂た

二に

（
松
浦
潟
に
）

い
處そ

奈な

美み

（
磯
波
）

悲ひ

か
類る

（
光
る
）

萬ま

川つ

婆は

羅ら

の
（
松
原
の
）

い
所そ

の
（
磯
の
）

須す

奈な

（
砂
）

波は

羅ら

（
原
）

本ほ

を
布ふ

う
の
（
防
風
の
）

花は
な
さ
可か

り
（
花
盛
り
）

奈な

り
（
な
り
）

奈な

川つ

（
夏
）

支き

堂た

流る

（
来
た
る
）

羅ら

し
支き

（
ら
し
き
）

志し

羅ら

春す

奈な

二に

（
白
砂
に
）

見み

留る

の
（
見
る
の
）

閑か

支き

理り

（
限
り
）

末ま

川つ

羅ら

駕か

堂た

（
松
浦
潟
）

尓に

し
の
（
虹
の
）

万ま

都つ

婆は

羅ら

（
松
原
）

遊ゆ

布ふ

日ひ

（
夕
日
）

う
け
天て

（
受
け
て
）

い
所そ

を
う
都つ

（
磯
を
打
つ
）

奈な

美み

（
波
）

あ
羅ら

（
あ
ら
）

な
九く

（
な
く
）

萬ま

川つ

羅ら

駕か

堂た

（
松
浦
潟
）

尓に

し
の
（
虹
の
）

万ま

都つ

（
松
）

は
良ら

（
原
）

夕ゆ
う
日ひ

（
夕
日
）

か
駕か

餘よ

布ふ

（
耀
う
）

見み

能の

可か

き
李り

（
見
の
限
り
）

に
志し

の
（
虹
の
）

万ま

都つ

婆は

羅ら

（
松
原
）

尓に

ち
（
虹
）

堂た

川つ

（
立
つ
）

許こ

東と

し
（
ご
と
し
）

（37）
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鏡か
が
み

村む
ら

の
（
鏡
村
の
）

於お

己こ

し
や
能の

（
お
こ
し
屋
の
）

む
す
め
（
娘
）

を
こ
し
（
お
こ
し
）

都つ

久く

類る

（
作
る
）

お
許こ

し
（
お
こ
し
）

万ま

ろ
め
る
（
丸
め
る
）

を
許こ

し
や
の
（
お
こ
し
屋
の
）

む
春す

め
（
娘
）

可か

駕か

見み

や
末ま

の
（
鏡
山
の
）

美み

祢ね

の
（
峰
の
）

を
ひ
（
老
）

末ま

川つ

（
松
）

奈な

尓に

を
（
何
を
）

か
堂た

連れ

〇
（
語
れ
〇
）

さ
よ
の
（
佐
用
の
）

ひ
礼れ

布ふ

留る

（
領
巾
振
る
）

も
能の

駕か

當た

り
可か

難な

（
物
語
か
な
）

能の

起き

許こ

東と

に
（
軒
毎
に
）

於お

許こ

し
（
お
こ
し
）

川つ

久く

礼れ

流る

（
作
れ
る
）

加か

〻
美み

無む

羅ら

の
（
鏡
村
の
）

防ぼ
う

風ふ
う

の
（
防
風
の
）

波は

奈な

さ
起き

（
花
咲
き
）

み
ち
て
（
満
ち
て
）

尓に

保ほ

ひ
（
匂
い
）

奈な

駕か

る
〻
（
流
る
る
）

玄げ
ん

海か
い

の
（
玄
海
の
）

浪な
み
も
（
浪
も
）

を
さ
万ま

理り

天て

（
収
ま
り
て
）

松ま
つ

羅ら

駕か

太た

（
松
浦
潟
）

い
曽そ

奈な

三み

（
磯
波
）

餘よ

勢せ

春す

（
寄
せ
ず
）

あ
さ
日ひ

（
朝
日
）

ひ
閑か

連れ

類る

（
光
れ
る
）

末ま

川つ

羅ら

駕か

堂た

（
松
浦
潟
）

を
起き

の
（
沖
の
）

を
し
末ま

仁に

（
小
島
に
）

久く

裳も

當た

知ち

轉て

（
雲
立
ち
て
）

陽ひ

盤は

（
陽
は
）

い
傳て

牟む

（
出
で
ん
）

東と

し
て
（
と
し
て
）

悲ひ

可か

利り

（
光
り
）

け
類る

か
な
（
け
る
か
な
）

（36）



005

於お

こ
し
（
お
こ
し
）

東と

布ふ

遍へ

（
食
べ
）

万ま

都つ

（
松
）

波は

羅ら

（
原
）

由ゆ

け
波は

（
行
け
ば
）

有う

連れ

し
閑か

利り

（
嬉
し
か
り
）

悲ひ

東と

も
（
人
も
）

あ
は
奈な

久く

（
会
わ
な
く
）

う
都つ

し
（
写
し
）

川つ

〻
遊ゆ

九く

（
つ
つ
行
く
）

末ま

川つ

波は

羅ら

の
（
松
原
の
）

万ま

都つ

に
（
松
に
）

か
氣け

（
掛
け
）

川つ

母も

（
つ
も
）

お
許こ

し
（
お
こ
し
）

東と

布ふ

へ
（
食
べ
）

万ま

都つ

う
都つ

し
も
（
松
写
し
も
）

堂た

飛ひ

（
旅
）

し
曽そ

（
し
ぞ
）

お
も
（
思
）

布ふ

（
う
）

於お

こ
し
（
お
こ
し
）

川つ

久く

連れ

類る

（
作
れ
る
）

む
春す

め
い
東と

し
母も

（
娘
愛
し
も
）

於お

許こ

し
や
二に

（
お
こ
し
屋
に
）

お
こ
し
（
お
こ
し
）

東と

布ふ

へ
都つ

（
食
べ
つ
）

ち
や
の
美み

川つ

（
茶
飲
み
つ
）

堂た

悲ひ

を
し
（
旅
を
し
）

お
も
布ふ

（
思
う
）

ひ
東と

の
世よ

の
（
人
の
世
の
）

當た

飛ひ

（
旅
）

末ま

川つ

波は

羅ら

の
（
松
原
の
）

お
こ
し
（
お
こ
し
）

う
万ま

し
も
（
う
ま
し
も
）

の
起き

許こ

東と

尓に

（
軒
毎
に
）

を
東と

（
音
）

お
も
し
ろ
久く

（
面
白
く
）

都つ

九く

李り

由ゆ

久く

（
作
り
ゆ
く
）

奈な

流る

（
な
る
）

（35）



006

布ふ

轉て

登と

め
天て

（
筆
止
め
て
）

を
支き

の
（
沖
の
）

小お

し
万ま

を
（
小
島
を
）

奈な

駕か

め
川つ

〻
（
眺
め
つ
つ
）

無む

か
し
（
昔
）

閑か

堂た

（
語
り
の
）

李り

（
り
）

の
（
の
）

起き

可か

末ま

（
聞
か
ま
）

本ほ

し
（
ほ
し
）

き
曽そ

（
き
ぞ
）

万ま

つ

は

ら

に

川
者
羅
尓
（
松
原
に
）

布ふ

か
〻
〻
（
深
々
）

い
連れ

波は

（
入
れ
ば
）

ひ
東と

者は

（
人
は
）

奈な

九く

（
な
く
）

堂た

〻
尓に

（
た
だ
に
）

萬ま

つ
（
松
）

可か

勢せ

（
風
）

の
（
の
）

閑か

多た

礼れ

類る

（
語
れ
る
）

許こ

登と

志し

（
ご
と
し
）

う
都つ

し
川つ

も
（
写
し
つ
も
）

遊ゆ

気け

と
（
行
け
ど
）

都つ

き
須す

（
尽
き
ず
）

万ま

都つ

（
松
）

波は

羅ら

の
（
原
の
）

万ま

都つ

の
春す

駕か

當た

の
（
松
の
姿
の
）

い
や
（
い
や
）

う
川つ

久く

し
起き

（
美
し
き
）

万ま

都つ

婆は

羅ら

の
（
松
原
の
）

木こ

の
間ま

に
（
木
の
間
に
）

見み

由ゆ

流る

（
見
ゆ
る
）

万ま

都つ

羅ら

駕か

た
（
松
浦
潟
）

於お

支き

の
（
沖
の
）

於お

し
萬ま

与よ

（
小
島
よ
）

和わ

礼れ

（
吾
）

餘よ

布ふ

（
呼
ぶ
）

許こ

東と

志し

（
ご
と
し
）

（34）



007

都つ

久く

之し

（
筑
紫
）

東と

母も

（
と
も
）

い
都つ

久く

東と

も
（
い
ず
く
と
も
）

も
盤は

須す

（
思
わ
ず
）

許こ

礼れ

の
世よ

可か

（
こ
れ
の
世
か
）

ひ
東と

の
世よ

な
留る

か
（
人
の
世
な
る
か
）

遊ゆ

め
能の

（
夢
の
）

世よ

奈な

類る

か
（
世
な
る
か
）

ひ
東と

の
世よ

曽そ

（
人
の
世
ぞ
）

夢ゆ
め

の
世よ

（
夢
の
世
）

な
り
（
な
り
）

け
理り

（
け
り
）

許こ

連れ

の
世よ

曽そ

（
こ
れ
の
世
ぞ
）

都つ

久く

（
筑
）

し
ち
の
（
紫
路
の
）

堂た

ひ
（
旅
）

ひ
登と

の
世よ

能の

（
人
の
世
の
）

た
悲ひ

（
旅
）

末ま

川つ

可か

勢せ

を
（
松
風
を
）

起き

〻
川つ

〻
（
聞
き
つ
つ
）

ひ
東と

利り

（
一
人
）

万ま

都つ

（
松
）

波は

羅ら

尓に

（
原
に
）

い
祢ね

連れ

波は

（
寝
れ
ば
）

許こ

の
世よ

尓に

（
こ
の
世
に
）

和わ

連れ

（
吾
）

の
美み

（
の
み
）

と
曽そ

（
と
ぞ
）

お
も
布ふ

（
思
う
）

許こ

の
末ま

〻
尓に

（
こ
の
ま
ま
に
）

い
久く

世よ

も
（
幾
世
も
）

あ
李り

（
在
り
）

堂た

起き

（
た
き
）

許こ

〻
遅ち

勢せ

理り

（
心
地
せ
り
）

都つ

久く

し
の
當た

飛ひ

と
（
筑
紫
の
旅
と
）

お
も
布ふ

（
思
う
）

よ
し
（
由
）

奈な

之し

（
な
し
）

（33）
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奈な

尓に

か
勢せ

無む

（
何
か
せ
ん
）

ひ
東と

の
与よ

の
（
人
の
世
の
）

堂た

ひ
（
旅
）

け
布ふ

も
（
今
日
も
）

万ま

た
（
ま
た
）

川つ

九く

之し

の
（
筑
紫
の
）

堂た

ひ
ち
（
旅
路
）

尓に

ち
の
（
虹
の
）

末ま

川つ

者は

羅ら

（
松
原
）

由ゆ

免め

与よ

由ゆ

め
起き

の
布ふ

の
ゆ
め
二に

（
夢
よ
夢
昨
日
の
夢
に
）

け
布ふ

の
遊ゆ

め

あ
春す

や
い
（
今
日
の
夢

明
日
や
い
）

可か

奈な

る
由ゆ

面め

や
見み

川つ

羅ら

無む

（
か
な
る
夢
や
見
つ
ら
ん
）

無
風
山
人
（
無
風
山
人
）

蓋
表

つ
く
し
松
原
（
つ
く
し
松
原
）

蓋
裏

都つ
 
く九
し
萬ま
 
つ
 
は
 
ら

都
波
羅
（
つ
く
し
松
原
） 

達

（32）



009

絵
巻
全
図

巻
末

巻
頭

（31）



010

波は

奈な

の
（
花
の
）

遅ち

類る

（
散
る
）

羅ら

無む

（
ら
ん
）

い
万ま

佐さ

羅ら

（
今
更
）

二に

（
に
）

於お

の
連れ

を
（
己
を
）

あ
万ま

り
に
（
余
り
に
）

勢せ

面め

無む

餘よ

里り

（
責
め
ん
よ
り
）

志し

川つ

尓に

（
静
に
）

あ
礼れ

（
あ
れ
）

餘よ

（
よ
）

布ふ

傳て

を
（
筆
を
）

毛も

川つ

倍へ

志し

（
持
つ
べ
し
）

な
尓に

（
何
）

遊ゆ

へ
丹に

（
故
に
）

万ま

都つ

志し

起き

（
拙
し
き
）

繪え

な
所そ

東と

（
絵
な
ぞ
と
）

お
も
布ふ

（
思
う
）

へ
可か

羅ら

須す

（
べ
か
ら
ず
）

老お

ひ
老お

ひ
天て

（
老
い
老
い
て
）

お
の
駕か

（
己
が
）

を
呂ろ

か
の
（
愚
か
の
）

散さ

美み

（
淋
）

し
散さ

能の

（
し
さ
の
）

奈な
す

須
（
な
す
）

春す

倍へ

毛も

（
す
べ
も
）

な
久く

（
な
く
）

堂た

々
尓に

（
た
だ
に
）

堂た

ち
（
立
ち
）

お
理り

（
お
り
）

以い

萬ま

散さ

良ら

二に

（
今
更
に
）

於お

の
駕か

（
己
が
）

を
呂ろ

閑か

を
（
愚
か
を
）

迦か

な
之し

面め

抒と

（
悲
し
め
ど
）

な
須す

（
な
す
）

与よ

し
毛
（
由
も
）

那な

志し

（
な
し
）

Ｆ
Ｔ
４
３
５
《
絵
巻
「
も
く
れ
ん
」》

（30）



011

な
尓に

遊ゆ

へ
尓に

（
何
故
に
）

都つ

堂た

な
起き

（
拙
き
）

繪え

を
處そ

（
絵
を
ぞ
）

閑か

九く

類る

天て

布ふ

（
描
く
る
ち
ょ
う
）

お
も
布ふ

（
思
う
）

倍へ

（
べ
）

可か

良ら

（
か
ら
）

須す

（
ず
）

太た

〻
二に

（
た
だ
に
）

閑か

九く

倍へ

之し

（
描
く
べ
し
）

ち
ゝ
波は

ゝ
東と

（
父
母
と
）

波は

羅ら

か
羅ら

能の

（
同
胞
の
）

久く

餘よ

布ふ

（
供
養
）

之し

轉て

（
し
て
）

か
へ
梨り

来き

ぬ
（
帰
り
来
ぬ
）

お
も
非ひ

（
思
い
）

を
久く

こ

と
許
東
（
お
く
こ
と
）

な
尓に

あ
留る

（
何
あ
る
）

へ
し
（
べ
し
）

也
（
や
）

太た

ゝ
尓に

（
た
だ
に
）

可か

支き

（
描
き
）

か
起き

（
描
き
）

な
尓に

（
何
）

い
布ふ

（
言
う
）

へ
（
べ
）

志し

也や

（
し
や
）

一ひ
と

日ひ

ひ
東と

非ひ

二に

（
一
日
一
日
に
）

伊い

乃の

遅ち

（
命
）

堂た

萬ま

（
賜
）

ひ
（
い
）

轉て

（
て
）

以い

久く

留る

天て

布ふ

（
生
く
る
ち
ょ
う
）

か
堂た

ち
け
（
か
た
じ
け
）

な
さ
二に

（
な
さ
に
）

繪え

を
所そ

（
絵
を
ぞ
）

可か

久く

（
描
く
）

へ
志し

（
べ
し
）

（29）



012

所そ

の
む
可か

し
（
そ
の
昔
）

銀ぎ
ん

座ざ

（
銀
座
）

あ
留る

（
歩
）

支き

（
き
）

し
（
し
）

於お

も
非ひ

傳て

を
（
思
い
出
を
）

許こ

ゝ
呂ろ

尓に

（
心
に
）

な
起き

都つ

（
泣
き
つ
）

老お
い

姉あ
ね

於お

し
（
老
姉
押
し
）

遊ゆ

九く

（
行
く
）

お
非ひ

あ
祢ね

盤は

（
老
姉
は
）

處そ

礼れ

を
（
そ
れ
を
）

し
羅ら

（
知
ら
）

祢ね

盤は

（
ね
ば
）

を
須す

な
登と

（
押
す
な
と
）

い
布ふ

（
言
う
）

銀ぎ
ん
座ざ

四よ
ん

丁ち
ょ
う
目め

の
（
銀
座
四
丁
目
の
）

布ふ

美み

起き

李り

を
（
踏
切
を
）

遊ゆ

久く

（
行
く
）

ち
ゝ
波は

ゝ
は
し
め
（
父
母
始
め
）

波は

羅ら

可か

良ら

死し

（
同
胞

死
）

姉あ
ね

も
和わ

連れ

も
（
姉
も
吾
も
）

納の
う

骨こ
つ

の
墓は

か
尓に

（
納
骨
の
墓
に
）

も
布ふ

傳て

け
（
詣
で
け
）

連れ

盤は

（
れ
ば
）

八は
ち

年ね
ん

布ふ

里り

（
八
年
振
り
）

本ほ

散さ

牟む

（
墓
参
）

春す

連れ

（
す
れ
）

盤は

（
ば
）

遊ゆ

面め

の
（
夢ゆ

め
の
）

許こ

東と

し
（
如
し
）

銀ぎ
ん
座ざ

あ
遊ゆ

め
波は

（
銀
座
歩
め
ば
）

ち
ゝ
波は

ゝ
東と

（
父
母
と
）

波は

羅ら

可か

ら
東と

（
同
胞
と
）

（28）



013

与よ

支き

あ
し
支き

（
良
き
悪
し
き
）

わ
連れ

（
吾
）

し
羅ら

（
知
ら
）

な
九く

二に

（
な
く
に
）

堂た

礼れ

も
あ
王わ

須す

（
誰
も
会
わ
ず
）

非ひ

東と

り
も
堂た

し
て
（
一
人
黙
し
て
）

繪え

な
（
絵
な
）

可か

ゝ
む
（
描
か
ん
）

可か

母も

（
か
も
）

七し
ち
じ
ゅ
う
さ
ん三

春し
ゅ
ん

日じ
つ

（
七
三
春
日
）

達た
つ

吉き
ち

（
達
吉
）

布ふ

傳て

の
（
筆
の
）

末ま

二に

萬ま

二に

（
ま
に
ま
に
）

東と
う

京き
ょ
う

盤は

（
東
京
は
）

許こ

礼れ

を
（
こ
れ
を
）

な
許こ

李り

（
名
残
）

お
も
本ほ

へ
盤は

（
思
お
え
ば
）

な
尓に

か
（
何
か
）

散さ

み
し
幾き

（
淋
し
き
）

古こ

ゝ
ち
（
心
地
）

須す

類る

（
す
る
）

可か

裳も

（
か
も
）

い
の
ち
（
命
）

あ
里り

轉て

（
あ
り
て
）

与よ

九く

も
（
よ
く
も
）

い
本ほ

里り

二に

（
庵
に
）

可か

へ
李り

（
帰
り
）

来き

ぬ
（
来
ぬ
）

和わ

礼れ

盤は

（
吾
は
）

も
堂た

し
轉て

（
黙
し
て
）

繪え

な
（
絵
な
）

可か

ゝ
む
（
描
か
ん
）

可か

裳も

（
か
も
）

蓋
表

も
久く

れ
ん
（
も
く
れ
ん
）

蓋
裏

与よ
 
き支

あ
し
起き

（
良
き
悪
し
き
） 

達
翁
（
達
翁
）

和わ
 
れ連
し
羅ら

な
九く
 
に二
（
吾
知
ら
な
く
に
）

堂た
 
れ礼
も
あ
王わ

須す

（
誰
も
会
わ
ず
）

非ひ

東と

り
も
堂た

し
天て

（
一
人
黙
し
て
）

繪え

な
可か

ゝ
む
可か
 
も裳

（
絵
な
描
か
ん
か
も
）

（27）



014

絵
巻
全
図

巻
末

巻
頭

（26）


